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スクールオイルフィールドキャラバン 

SCHOOL  OILFIELD  CARAVAN 

2010年12月31日～2011年2月3日 
実施概要 
• 「POKHARA  STREET  FESTIVAL]に参加 
        廃プラスチック油化のデモンストレーション 
        音楽祭を通じて地球環境文化交流 
        ポカラの学校にて環境学習を実施するアナウンス 
        世界中をトラックがキャラバンするアナウンス 
• 油化装置搭載トラックの出港と荷受け 

 
 

結果 
• ＰＥＴボトルキャップ２０個と引き換えに綿あめをプレ

ゼント、という方法でキャップを１４００個回収し、油化
装置と綿あめ機で子供たちに廃プラスチック油化を
学習させることがきた。 

• ステージで音楽祭を実施し、文化交流とこれからの
学校訪問等活動をアナウンスすることができた。 

• ８社新聞と国営テレビに報道され、訪問学校を募集
していることが発表された。 

• 油化装置搭載トラックはインドで通関し、ブッダの軌
跡を辿りながら、無事にポカラに到着した。 

 
この度、ご協賛をいただき誠にありがとうございました。 

スタッフ一同、心より感謝を申し上げます。 
今後ともよろしくお願いいたします。 

【音楽祭の開催概要ポスター】 



記録１ 
 

POKHARA STREET FESTIVAL 
 



オープニング パレード 

2010.12.28 獅子舞登場（武楽さん） 

OPENING  PARADE 



ブース 

2010.12.31 デモンストレーション開始、人が集まってくる 

BOOTH 



ブース 

2011.01.01 ＰＥＴボトルのキャップ２０個と引き換えに綿あめをプレゼント 

BOOTH 



ブース 

2011.01.01 ＰＥＴボトルのキャップは、１４００個も集まった 

BOOTH 



音楽祭 

2011.01.01 北海道のアイヌ音楽、オキダブアイヌバンド 

MUSIC  FESTIVAL 



音楽祭 

2011.01.01 オキダブアイヌバンドのライヴで会場は盛り上がる 

MUSIC  FESTIVAL 



2010.12.31 ネパール人のＡＮＩ ＣＨＯＹＩＮＧさんの歌声が会場を包み込む 

音楽祭 

MUSIC  FESTIVAL 



音楽祭 

2010.12.31 日本の武楽さんによる、舞と太鼓のパフォーマンス 

MUSIC  FESTIVAL 



音楽祭 

2011.01.01 日本で活動するネパール人のインドラバンド 

MUSIC  FESTIVAL 



カトマンズ国際空港 

2011.01.05 空港にて出演者とスタッフで記念撮影 

KATHMANDU  AIRPORT 



記録２ 
 

油化装置搭載トラック 
日本出港～コルカタ～ポカラ到着 

 



しんまつど幼稚園 

2010.11.19 トラックがしんまつど幼稚園に到着 

SHINMATSUDO  KINDERGARTEN 



しんまつど幼稚園 

2010.11.19 園児から激励をもらい、見送られる 

SHINMATSUDO  KINDERGARTEN 



レインボーブリッジ 

2010.11.19 横浜大黒埠頭に向かう 

RAINBOW  BRIDGE 



横浜税関 

2010.11.29 横浜税関の通関検査を受ける 

YOKOHAMA ZEIKANN 



インドのコルカタへ出港 

2010.12.06 自動車専用船へ積み込む 

DEPARTURE  TO  KOLKATA,  INDIA 



コルカタ通関 

2011.01.22 コルカタでのトラック通関が完了 

KOLKATA  CUSTUMS 



トラック出発 

2011.01.23 コルカタを出発し市街地を走る 

CARAVAN  START 



一本道 

2011.01.23 ブッダガヤまでの５０５ｋｍを、ただひたすら真直ぐ走る 

STRAIGHT ROAD 



ブッダガヤ 

2011.01.24 ブッダガヤの聖地にて 

BUDDHA  GAYA 



菩提樹 

2011.01.24 ブッダに倣い、菩提樹にて瞑想 

PEEPAL 



バイパス 

2011.01.24 ブッダガヤのバイパスを走る 

BYPASS 



ラージギルの門 

2011.01.25 ラージギルに到着 

RAJGIR  GATE 



サールナート 

2011.01.28 ブッダが最初に説法した地、サールナート 

SARNATH 



サールナート 

2011.01.28 ブッダが最初に説法したダメークストゥーパ 

SARNATH 



サールナート 

2011.01.28 インド象を横目に次の目的地、クシナガルへ 

SARNATH 



クシナガル 

2011.01.29 ブッダが入滅した地、クシナガル 

KUSHINAGAR 



クシナガル 

2011.01.29 パリニッバーナ寺院の涅槃仏 

KUSHINAGAR 



2011.01.29 ブッダが荼毘に付されたストゥーパ 

クシナガル 

KUSHINAGAR 



2011.01.29 ブッダの荼毘塚の前のプラスチックごみ 

クシナガル 

KUSHINAGAR 



ビルガンジ 

2011.02.01 ようやく国境を越え、ネパールのビルガンジへ 

BIRGANJI 



ルンビニ 

2011.02.01 ブッダの生誕の地、新マーヤー夫人堂 

LUMBINI 



タンセン～ポカラ 

2011.02.02 タンセンを出発し、ゴールのポカラを目指す 

TANSEN~POKHARA 



タンセン～ポカラ 

2011.02.03 雄大にそびえ立つヒマラヤが見えてきた、いよいよポカラへ 

TANSEN~POKHARA 



ポカラ 

2011.02.03 ２００３ｋｍの旅を経て、ポカラに到着 

POKHARA 



ポカラ 

2011.02.03 無事にポカラへ到着したことを日本へ報告 

POKHARA 



記録３ 
 

新聞報道記事 
 



2011.02.06 カンティプル新聞 

新聞記事 

NEWSPAPER 



新聞記事 

NEWSPAPER 

2011.02.06 



新聞記事 

NEWSPAPER 

2010.12.29 



新聞記事 

NEWSPAPER 

2010.12.29 



新聞記事 

NEWSPAPER 

2011.02.06 



新聞記事 

NEWSPAPER 

2011.02.06 



新聞記事 

NEWSPAPER 

2011.02.06 



総括 

SUMMARY 

ブッダの足跡をめぐる旅を終えて 
  
休む間もなくネパールの新聞各社とＴＶ局に我々のプロジェクトを記者発表する。 

その内容は、家庭のプラスチックごみを学校に集めてくれる学校を募集し、我々キャラバンが応募のあった
学校を訪ね、プラスチック油化のデモンストレーションと環境学習をする。そしてスクール油田ボックスを設置
します。そのボックスがいっぱいになったら日本から救急箱がプレゼントされることを発表。 
  

インド・コルカタからブッダの足跡をたどり聖地を訪ねた旅はプラスチックごみのロードが続き、ブッダが見た
らどうするだろう？この道からすべてのプラスチックごみが資源として石油に生まれ変わることができたら、そ
れはまさに奇跡かもしれない。そしてその奇跡をブッダの生まれたネパールから発信し、ネパールの楽園ポ
カラから奇跡を起こす。 
  
その内容は、新聞各紙とネパール国営放送ＴＶで約１５分間もニュースで放映された。 

新聞、ＴＶは残念ながらネパール語で報道されたため我々には理解できないが、多くのネパールの友人から
激励をもらった。 
  

我々は、学校からの応募を待つ間、一時日本に帰国し、３月には応募のあった学校を順次キャラバンする予
定である。 
  
現在インド日本人学校（ニューデリー／ムンバイ）に帰国時にキャラバンの打診中である。 
 
 

エコパーティー実行委員会事務局 


